
高校のさまざまな活動を通して成長し、将来に向かって歩んでいく子ど
もたちに、保護者はどんな支援ができるでしょうか。本記事では、進路
指導の経験が豊富な先生の監修の下、学年ごとの学校モデルスケジ
ュールと、保護者向けのワークシートを作成しました。大事なポイントを
押さえて子どもに関わっていく参考として、ぜひご活用ください。

取材・文／藤崎雅子　イラスト／加納徳博

高校の学習や進路指導は、保
護者の時代から大きく変化して
います。各学年のモデルスケジ
ュールを参考に、高校生活の流
れをイメージしておきましょう。

大人として自立する直前にある
高校生ですが、保護者の関わ
りが必要な場面もあります。関
わっておきたいタイミングを知っ
ておきましょう。

ワークシートに取り組むことで、
子どもの進路選択の支援の仕
方について考えてみてはいかが
でしょうか。監修の先生からのア
ドバイスも参考にご覧ください。

進学校の運営、総合学科高校やチャレ
ンジスクールの開校・開設などを経て現
職。東京都高等学校進路指導協議会
会長。キャリアコンサルタント。「いかに
生きるか」をテーマに、進路選択や不登
校・中退など10代のキャリア形成の課
題に真正面から取り組んできた。

日本橋高校（東京・都立）
　校長 

杉森共和さん
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通学に合わせた朝
食・夕食時間など、
生活面の見直しを。

　新入生にとって、春は日々新鮮な経験の連続
でしょう。ご家庭では、ぜひお子さんの学校での
出来事の話に耳を傾けてあげてください。
　順調にスタートを切ったお子さんも、ゴールデン
ウイーク明けは少し注意が必要です。長い休み
が入ることで張りつめていた気持ちがふっと緩み、
不安定になることもあります。保護者は慌てず、
まずはいつもと変わらない生活を。保護者が味方
でいてくれる状態があるだけでも、お子さんには
大きな安心になるはずです。

現時点での希望を提出。
次年度の科目選択につい
ても考え始める。

近年、対話やグループワークを取
り入れた授業が増えている。「 総合
的な探究の時間」では、自己の在
り方生き方を考えながら活動する。
【→参考12ページ】

似た学力の生徒が集
まる高校では、中学時
代と成績の順位が大
きく変わることもある。

学校の様子や方針な
どを直接知る貴重な
機会。子どもとの会話
のきっかけにもなる。

個人の性格や興味・志向を基に
向いている学問や職業適性を診
断。結果が出たあと、適性がある
と診断された学問や仕事の中身
について調べたり、自分の希望と
すり合わせたりすることが大切。

焦
ら
ず
見
守
る
姿
勢
で
、生
活
ペ
ー
ス
を
整
え
る
支
援
を

　

高
校
入
学
後
、
通
学
方
法
・
時
間
、
授
業
ス
ピ
ー
ド
、
部
活

動
の
内
容
な
ど
が
大
き
く
変
化
。
最
初
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ
て
い

る
様
子
で
も
、「
次
第
に
体
力
が
つ
き
生
活
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
む
」

と
杉
森
先
生
。
保
護
者
は
食
事
面
な
ど
で
生
活
面
の
リ
ズ
ム
づ

く
り
に
協
力
し
な
が
ら
、
見
守
っ
て
い
く
の
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
在
り
方
・
生
き
方
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
む

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
、将
来
に
つ
い
て
考
え
る
活
動

を
1
年
生
か
ら
行
い
ま
す
。「
家
庭
で
活
動
に
つ
い
て
話
題
に
し
、

お
子
さ
ん
が
自
分
の
興
味
関
心
の
方
向
性
を
探
る
助
け
が
で
き

る
と
い
い
で
す
ね
」（
杉
森
先
生
）
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入試の仕組みは保護
者の時代から大きく変
化。最新情報の入手を。
【→参考15ページ】

書類には保護者
の捺印または署
名が必要。

　次年度の科目選択は、得意・不得意だけでなく、
将来の職業や受験科目との関連も考えておくこと
が重要です。保護者には、お子さんが「なぜその科
目を選択したいのか」の説明を聞いたうえで、書類
に捺印・サインをしていただけると助かります。
　その説明に対し、保護者が冷静に「思い」を伝え
ることは、決して悪いことではありません。最近はお
子さんとの衝突を避け、話し合いを先送りにする傾
向が目立ちます。しかし、やむを得ない事情や思い
があるなら、早めに伝えておくことをお勧めします。

 「高校生になって家で学校の出来事をあまり話
さなくなり、学校の様子がわからなくなった」という
保護者の声をよく聞きます。気になることや不安
なことがあれば、保護者面談の機会に尋ねてみ
ましょう。また、教員側も、入学直後は特に、生徒
を把握するための情報を求めています。保護者
から家庭でのお子さんの様子を話していただける
と、大変ありがたいものです。保護者と教員がお
互いの情報を伝え合う、有意義な時間にできると
いいですね。

生活リズムが整ってきたら、
子どもの思いや判断に任
せることを増やしていく。

※学校行事はモデルケースです

夏休みを中心に多くの
大学・専門学校で開催
されるので、各自で申し
込み参加する。大学・専
門学校がどういうところ
かを知るチャンス。

進路分野や志望校によ
っては、必ず履修してお
かなくてはならない科目
がある。目標に応じて必
要な科目を選択する。

多様な大人から直接、職に就くま
での道のりや仕事のやりがいな
どを聞く。高校生活にしか目が向
いていなかった子どもも、視野が
広がったり、働くとはどういうこと
かを考えたりするきっかけになる。

生徒が主体となって企画・
運営する学校が多い。クラ
スや部活動のチームで力
を合わせて取り組み、「協
働性」を身につける。

１年秋は学力が大きく動く
時期。高校生としての生
活習慣や学習習慣がつい
た子どもは、このころ成績
が伸びやすい。
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　２年生の前半は進路を“広げる”時期。三者面
談を機にお子さんと話す際、「その分野はこっち
の学部でも学べるね」「その学部ならこっちの大
学にもあるね」などと声をかけ、幅広い情報収集
を促しましょう。また、リアルな体験から得られる情
報や気づきは貴重です。比較的時間を取りやす
い2年生の夏休みには、旅行がてら、お子さんが
興味ある分野に関連する土地や施設を訪問す
るのも手。進路の可能性を十分広げたうえで、3
年生に向けて絞り込んでいきましょう。

進路決定に向けてどう
学習を進めるかや、学
部・学科の選び方など
について指導される。

大学教員を招いて模擬
授業を実施する学校も。
大学の学問・研究の面白
さや奥深さを体験する。

現時点での希望
を提出。次年度の
科目選択について
も考え始める。

学校の様子を知る貴重
な機会。進路に関する
情報提供が行われる場
合もある。

3年生が引退し、2年生を
中心とした体制へ。部を
引っ張っていく立場になり
「主体性」や「協働性」な
ど多様な力が育まれる。

進路の方向性に応じた選択
科目の授業が始まる。「総合
的な探究の時間」では自ら設
定した課題の解決に向けた活
動が本格化し、放課後や休日
に活動する生徒も多い。

社
会
で
役
立
つ
力
に
つ
な
が
る
リ
ー
ダ
ー
経
験
の
後
押
し
を

　

２
年
生
は
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
心
と
な
る
学
年
で

す
。
文
化
祭
や
体
育
祭
で
は
責
任
あ
る
役
割
を
任
さ
れ
、
部

活
動
で
は
夏
か
ら
２
年
生
が
率
い
ま
す
。
ま
た
、「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」の
探
究
活
動
も
本
格
化
し
、
主
体
性
や
課
題
解
決

能
力
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
の
リ
ー
ダ
ー
経
験
は
、
た
と
え
小
さ
な
役
割
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
力
に
な
り
ま
す
。「
活
躍

の
場
が
多
い
こ
の
時
期
こ
そ
、
保
護
者
も
お
子
さ
ん
の
挑
戦
の
後

押
し
を
」
と
杉
森
先
生
。
学
年
末
に
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る

子
ど
も
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
全
力
投
球
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
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　２年生の後半は、徐々に進路の絞り込みに向
かっていきます。これまでの高校生活を振り返り、
自分のやりがいを見つけ、進路選択にうまく着地
させていきたいものです。しかし、忙しい毎日を送
っていると、なかなか立ち止まって振り返る機会
がありません。保護者と会話することで、これまで
の経験を掘り起こし、「自分が何をがんばってき
たのか」「どこにやりがいを感じるのか」などを考え
る時間ができると、進路選択の軸を見つける助
けになるでしょう。

　オープンキャンパス参加で得られるものは、学
年によって異なります。１年生には「大学・専門
学校はどんなところかを知る」、２年生には「学
部・学科の学びを知る」、３年生には「入試に備
えた情報収集」に効果的です。参加したあとは、
2年生なら「その学部・学科は合っていそうか」に
ついて、お子さんと話してみてはいかがでしょうか。
名称だけでは学ぶ内容がわかりにくい学部・学科
もあるので、保護者から「どんなことが学べるか教
えて」と質問してみるのも良さそうです。

進路分野や志望校によ
っては、必ず履修してお
かなくてはならない科目
がある。目標に応じて必
要な科目を選択する。

現時点の志望校について志望理
由を書いてみる進路学習。自分の
思いを文章にすることで、目標達
成への意欲を高めるのがねらい。

進路が決まった先輩たち
から、合格への道のりやア
ドバイスなどを聞く。生の
体験談を聞くことで刺激
を受ける生徒は多い。

※学校行事はモデルケースです

高校生活後半に突入。
進路選択の意識を強
めていく時期。

入試の仕組みは保
護者の時代から大
きく変化。最新情
報の入手を。

書類には保護者の
捺印や署名が必要。
進路について子ども
と話し合うチャンス。

夏休みを中心に多くの
大学・専門学校で開催さ
れるので、各自で申し込
み参加する。学部・学科
の中身の確認が重要。

事前・事後学習を含めた体験的な
学びの機会。内容は、企業や研究
所など職場訪問、訪問地の住民の
体験を聞く平和学習などさまざま。

個人またはグループで1年間取り組んで
きた探究活動について、保護者や地域の
方を招いて発表会を行う学校は多い。探
究活動が進路選択や将来の目標に大き
な影響を与える場合も。子どもの探究テ
ーマ・内容は保護者も知っておきたい。

行事でどんな役割を
担ったかが将来設計
にもつながる。
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具体的な志望校、受験対策について話す。
「目標を下げる」のではなく「目標に近づく」た
めの面談にし、夏休みの学習のモチベーショ
ンを高めたい。また、学校から経済面・生活面
の家庭の支援状況について確認される。

【→参考29ページ】

受験時期に合わせて、ひたすら子ど
もを信じて応援するモードへ移行。

３年生対象の模試にはマー
クシート式、記述式、大学・
分野特化型などさまざまな
種類があるので、志望に合
わせて計画的に受験する。

３年生は夏の大会
後に引退というケ
ースが多い。引退
後は新しい生活リ
ズムに切り替える。

受験時期が早く、対策
に時間がかかる総合型
選抜は、早めの準備が
必要。この時期、探究
学習の成果や行事で
培った自分の強みを洗
い出し、志望先にどう活
かすかを整理する。

部活動引退後は放課
後の時間の使い方が
変わる。保護者は夕飯
時間の見直しなど新し
い生活リズムづくりの
サポートを。

第一志望合格の
ための学習到達
ラインを確認し、
夏休みの学習戦
略を立てる。

ここでの情報が年内入試に
直結する。一般選抜での受
験生は志望校決定やモチベ
ーションアップに役立てる。

高校生活で最後の大きな
学校行事。仲間と完全燃
焼したことの達成感・満足
感が、その後の受験勉強
への励みにもなる。

大学入学共通テストの出願
は高校で取りまとめて行う。
出願書類には受験科目の
記入が必要なため、それまで
に志望校受験に必要な科目
を調べておく必要がある。
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18
歳
で
、
親
の
同
意
を
得
な
く
て
も
自

分
の
意
思
で
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が
で
き
る

成
人
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
進
路
実
現
へ

の
険
し
い
道
の
り
に
は
、
ま
だ
保
護
者
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
面
も
。「
お
子
さ
ん
の

経
験
不
足
を
補
い
、
精
神
面
を
支
え
て
あ

げ
て
ほ
し
い
」
と
杉
森
先
生
。
高
校
時
代
、

保
護
者
に
見
守
ら
れ
て
き
た
と
い
う
思
い
は
、

き
っ
と
こ
れ
か
ら
自
分
の
足
で
歩
ん
で
い
く

子
ど
も
の
力
に
な
って
い
く
で
し
ょ
う
。

18
歳
で
成
人
す
る
が

受
験
で
は

保
護
者
の
助
け
も
必
要

　受験シーズンが迫ってくると、不安や焦りを感じるお子さんは
多いもの。ご家庭での健康面・精神面のサポートは、お子さんの
大きな力になると思います。また、受験校に提出する書類のチェ
ック、受験のための交通の確認や宿泊の手配などでは、保護者
を頼ることもあるでしょう。子どもに頼られる最後の機会と思って、
力を貸してあげてくださいね。

受験費用の工面、募集要項
や提出書類のチェック、受験
のための交通・宿泊の手配、
子どもの体調管理など。

　大学入試は保護者の時代とは大きく変化しています。例えば、
大学進学者の半数以上が年内入試（総合型選抜・学校推薦
型選抜）を利用しており、学校や入試方法によっては早めの準
備が必要です。保護者もそのような変化を知っておき、お子さん
の情報収集の不足など心配があれば、上からでなく対等な立場
から、率直に伝えるのがよいでしょう。

※学校行事はモデルケースです
※入試名称やスケジュールは各大学・専門学校で異なりますので、各学校の発表をご確認ください。

模試が続き、体力的・精
神的に最も苦しい時
期。不安や焦りをあおる
言葉がけは控えたい。

学校の自習室や個別
相談をうまく利用して、
最後まで諦めない姿
勢を保つ。

模試の結果などをふまえて、
併願校を含めた受験スケジ
ュールを立て始める。

国公立大学後期日程を
はじめ３月も入試は続
く。進路が決まる前に卒
業を迎える場合もある。
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